
令和3年7月2日～3日にて静岡県熱海市伊豆山にて大規模

な土砂災害が発災し甚大な被害が発生いたしました。

NPO法人ユナイテッド・アースでは、公助の支援では手が

届きにくい、スポットがあたらない方々に目を向け、探し

出し、必要な支援を届ける。そういった支援活動を、これ

までも行ってきました。

支援先の選定基準として

・メディアで取り上げられることが少なく、支援や寄付が

集まりにくいこと

・被害が大きいにも関わらず、国からの公的な支援を受け

づらいこと

などの条件からリサーチを始め、お電話で被災状況などを

聞かせていただいた上で、支援先を決定させていただいて

います。

避難生活を余儀なくされている皆様へ

物資支援を実施

熱海市伊豆山土砂災害において、メディア報道が減った9月以降

～避難生活を続けておられる方々へ、生活必要品の物資支援をさ

せていただきました。

発災から2カ月半以上が経過した段階でも約50名の方が避難生活

を余儀なくされていました。被災された方へお話を伺うと、自宅

が被災し、警戒区域に設定されたことで一時帰宅も自由にはでき

ず、未だ自宅はほぼ発災時のままだと話されていました。

さらに、慣れ親しんだ自分の家に帰ることができないため、災害

公営住宅など、別の場所に移り住まないといけないと、苦しい胸

の内を話してくださいました。

私達ユナイテッド・アースでは、被災された方々の避難生活をサ

ポートしている熱海市社会福祉課の担当者様に「不足している物

資」「今後必要になる物資」等をヒアリングさせていただき、日

用品をメインに物資を避難所へ届けさせていただきました。



2021年8月11日より停滞前線による大雨は、九州や中国地方を中心に特別警報が何度も発表され、各地

に甚大な被害をもたらしました。

新型コロナの影響で、災害のニュースは時間を割かれないこともあり、世間の注目も集まりにくい中で

したが、今回ユナイテッド・アースでは、特に被害が大きかった佐賀・福岡エリアの中から行政の情報

をもとにリサーチを進め、被害状況を考慮した上で佐賀県の佐賀市、武雄市の施設を中心として支援活

動の実施を進めました。この地域は、2年前の九州北部豪雨災害でやっとの思いで復興してきた矢先に、

再び被害に遭われた施設ばかりでした。行政からの支援は建物に対する支援のみで物品に対する支援は

ないため、施設を運営するための備品が流されたり、水に浸かり使用できない状態となり、お困りの施

設も多く、物資支援の必要性を感じ後方支援としての物資支援を実施させていただきました。

子供用デイサービスセンターへ物資支援を実施

武雄市の障害をお持ちの児童さん向けのデイサービスを行っておられる

「ＮＰＯ法人児童支援事業所ガラパゴス」への支援を実施いたしました。

2019年の九州北部豪雨にて被災し、施設を閉めることも考えられましたが子供たち

の未来を考え借金を背負って、復旧活動の後にやっとの思いで、施設を再開されま

しましたが、2年を待たずして2度目の水害。今回は更に60㎝ほど水位が高く、2Ｍ

の高さまで浸水。施設が1階建てのため、施設の備品等、すべて水に浸かり被害に遭

われました。そんな厳しい状況の中でも、子ども達の居場所を守るためにあきらめ

ず施設再開の為に尽力されておられました。

今回は、ガラパゴス様の活動のための備品や、子ども達への学習教材など必要なも

のをヒアリングさせていただき支援を実施いたしました。さらに、共働させていた

だいているコマニー株式会社の皆さまからも温かい寄付をいただき、追加の支援も

させていただくことができました。

・暖房器具3台
・デスク&イス
・折り畳みテーブル　5台
・小学館の図鑑・公文　知育玩具
・Apple iPad
・ソーシャルスキルトレーニング用教材

支援内容



　床上 2Ｍの被害を受けた佐賀県の幼稚園へ物資支援を実施

佐賀県武雄市で最も被害が大きかった「たちばな幼稚園」へ支援を実施

いたしました。浸水は床上2Ｍ、備え付けの遊具は残ったものの、それ以

外の遊具やおもちゃなどは全て流されてしまいました。

テーブルやくつ箱などの事務用品の多くは木製が多いため、連日の雨の

影響で処置ができず、処分。大きな被害を受け苦しまれている中、今一

番必要な物資として『園児たちが遊ぶためのもの』との事で、子ども達

が楽しく遊ぶことのできる紙芝居やブロックやマットなどをお送りさせ

ていただきました。

・紙芝居　19冊
・キックスクーター　6台
・砂遊びセット　6セット
・ブロック遊びセット　4セット
・紙芝居整理ケース
・連結式のストレッチマット

支援内容

　佐賀の豪雨で被害にあった児童養護施設物資支援を実施

佐賀市にある児童養護施設・佐賀清光園さんへ、本棚を支援させていた

だきました。こちらは、明治時代から続く養護施設で、身寄りのないお

子さんや親元で育てることが難しいお子さんを預かり、一緒に生活をさ

れています。8月の豪雨では、川から溢れた水が床上に達し、本棚等の

備品が水没するという被害を受けました。

この付近も2年前の8月に、豪雨により床上浸水の被害を受けていま

す。２年前も復旧に相当な時間がかかっており、その教訓を活かして事

前に対策をされていましたが、自然の猛威の前にはなす術もなく、再び

床上浸水の被害が起きてしまいました。

今回は、子ども達が読む本や収納用の本棚が浸水により使えなくなった

ため、皆様よりいただいた寄付より本棚2台を支援させていただきまし

た。

本棚　2台
支援内容

この度の、災害緊急支援募金に多くの方から心温まるご寄付を賜り、誠に有難うございました。

また、ユナイテッド・アースの活動にご協力いただいた皆様、心からの感謝を申し上げます。

今後とも、皆さま⽅からのご⽀援を励みとし、これらの取り組みが、少しでも未来の希望の光となり

ますよう、⼼を込めて取り組んでまいりたいと思っております。どうぞ宜しくお願い申し上げます。

NPO法人ユナイテッド・アース　職員一同

　最後に


